
様
式
第
一
中「


又
は
識
別
ラ
ベ
ル
」

及
び「



又
は識

別
ラ
ベ
ル
」

を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
７
を

削
り
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の

備
考
７
と
し
、
同
様
式
中
備
考
９
を
備
考
８
と
し
、
備
考
10
か
ら
備
考
13
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備

考
14
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
15
を
備
考
13
と
し
、
備
考
16
か
ら
備
考
20
ま
で
を
二
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

様
式
第
二
の
備
考
４
中
「９

ま
で
及
び
13か
ら
18

」
を
「８

ま
で
及
び
12か
ら
16

」
に
改
め
る
。

（
貿
易
関
係
貿
易
外
取
引
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
七
条

貿
易
関
係
貿
易
外
取
引
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
通
商
産
業
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
紙
様
式
第
１
及
び
別
紙
様
式
第
２
中 「

申
請
者
記
名

押
印
又
は
署
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当
者

電
話
番
号
」

を 「
申
請
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電

話
番

号
」

に
、「記

名
押
印
を
す

る
者

」
を「「氏

名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
の
欄

」
に
、「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
印

」
を
「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
欄

」
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

（
化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
十
二
条

化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

八
条
第
二
項
中
「
記
入
し
、
か
つ
、
押
印
す
る
も
の
と
す
る
。」を
「
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。」に
改
め
、
様
式

第
十
一
中
「

」
を
削
り
、「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
、
様
式
第
二
十
六
中
「

」
及
び
「５

．「
押
印
」

の
欄
に
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合

に
あ
っ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式
備
考
５
と
す
る
。

（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
十
三
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
一
の
十
、
様
式
第
五
、
様
式
第
七
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
八
、
様
式
第
二
十
七
、
様
式

第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
一
の
四
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
六
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
八
、様
式
第
三
十
一
の
十
八
、

様
式
第
三
十
一
の
二
十
二
、
様
式
第
三
十
二
、
様
式
第
三
十
九
の
三
、
様
式
第
四
十
、
様
式
第
四
十
の
二
、
様
式
第

四
十
三
、
様
式
第
四
十
四
、
様
式
第
四
十
六
、
様
式
第
五
十
、
様
式
第
五
十
一
、
様
式
第
五
十
二
の
二
、
様
式
第
六

十
一
の
二
、
様
式
第
六
十
二
、
様
式
第
八
十
三
の
七
及
び
様
式
第
八
十
三
の
九
中
「印

」
又
は
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本

人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「６
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず

本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「７
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「15
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ

と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」

を
削
り
、
様
式
第
一
の
四
、
様
式
第
一
の
六
、
様
式
第
三
十
一
の
十
及
び
様
式
第
三
十
一
の
十
二
中
「印

」を
削
り
、

「15ま
で

」
を
「14ま

で

」
に
改
め
、
様
式
第
一
の
五
、
様
式
第
一
の
七
か
ら
様
式
第
一
の
九
ま
で
、
様
式
第
六
、

様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
一
ま
で
、
様
式
第
十
四
か
ら
様
式
第
十
七
ま
で
、
様
式
第
十
九
か
ら
様
式
第
二
十
六
の
三

ま
で
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
第
三
十
一
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
三
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
七
、
様
式
第
三
十
一

の
十
一
、
様
式
第
三
十
一
の
十
三
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
十
六
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
十
九
か
ら
様
式
第
三
十
一

の
二
十
一
の
三
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
二
十
三
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
二
十
八
ま
で
、
様
式
第
三
十
九
、
様
式
第

四
十
一
、
様
式
第
四
十
五
、
様
式
第
四
十
七
か
ら
様
式
第
四
十
九
ま
で
、
様
式
第
五
十
三
、
様
式
第
六
十
二
の
二
か

ら
様
式
第
六
十
三
ま
で
、
様
式
第
六
十
四
、
様
式
第
六
十
七
の
五
、
様
式
第
六
十
九
、
様
式
第
七
十
一
、
様
式
第
七

十
七
、
様
式
第
七
十
八
の
六
、
様
式
第
七
十
八
の
七
、
様
式
第
八
十
、
様
式
第
八
十
三
の
二
、
様
式
第
八
十
三
の
四

か
ら
様
式
第
八
十
三
の
六
ま
で
、
様
式
第
八
十
三
の
八
、
様
式
第
八
十
三
の
十
、
様
式
第
八
十
三
の
十
一
及
び
附
則

様
式
第
二
中
「印

」、「

」
又
は
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」を「用
紙

」
に
改
め
、
様
式
第
三
十
九
の
二
中
「印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「４

手
順
書

」

を
「３

手
順
書

」
に
改
め
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
十
五
条

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

様
式
第
五
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
四
か
ら
様
式
第
十
八
ま
で
、
様
式
第
二
十
、
様
式
第
二
十
六
、
様
式
第
二
十

九
か
ら
様
式
第
三
十
一
ま
で
、
様
式
第
三
十
三
、
様
式
第
三
十
六
か
ら
様
式
第
三
十
八
ま
で
、
様
式
第
四
十
、
様
式

第
四
十
三
の
二
か
ら
様
式
第
四
十
四
ま
で
、
様
式
第
四
十
六
、
様
式
第
四
十
八
、
様
式
第
四
十
九
の
二
か
ら
様
式
第

四
十
九
の
六
ま
で
及
び
様
式
第
五
十
六
か
ら
様
式
第
五
十
八
ま
で
中
「

」
及
び
「３

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「４

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記

載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署

す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
八
、
様
式
第
二
十
三
中
「

」
及
び
「押

印

」
を
削
る
。

（
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
六
条

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
十
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
五
の
四
、
様
式
第
十
五
の
五
、
様
式
第
十
八
、
様
式
第
十

九
、
様
式
第
二
十
三
、
様
式
第
二
十
四
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
三
、
様
式
第
三
十
四
、

様
式
第
三
十
五
の
四
及
び
様
式
第
三
十
五
の
五
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、

署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式

第
二
、
様
式
第
三
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
五
の
三
、
様
式
第
十
七
、
様
式
第
二
十
二
、
様
式
第
二
十
七
、
様
式

第
三
十
二
及
び
様
式
第
三
十
五
の
三
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」

を
「こ

の

」
に
改
め
る
。

（
工
業
所
有
権
の
手
数
料
等
を
現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
に
お
け
る
手
続
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
四
条

工
業
所
有
権
の
手
数
料
等
を
現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
に
お
け
る
手
続
に
関
す
る
省
令
（
平
成
八
年

通
商
産
業
省
令
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
手
続
に
お
い
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
」
を
「
又
は
住
所
若

し
く
は
居
所
」
に
、「
、
様
式
第
三
又
は
様
式
第
四
」
を
「
又
は
様
式
第
三
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
手
続
に
お
い
て
使
用
し
よ
う
と

す
る
印
鑑
」
を
「
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

特
許
出
願
人
、
実
用
新
案
登
録
出
願
人
、
意
匠
登
録
出
願
人
及
び
商
標
登
録
出
願
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
す
る
と
き
は
、
同
項
の
書
面
に
提
出
者
（
代
理
人
を
除
く
。）の
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
を
削
る
。

第
四
条
第
三
項
を
削
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
特
許
法
施
行
規
則
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）」を
加
え
る
。


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